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第 1号議案：令和 2年度事業報告について 
    

■公益目的事業 

 

◆助成顕彰事業（第 27回） 

「創造する伝統賞」の主催（定款 第 4条 第 1項 第 2項） 

  

令和 2 度助成顕彰事業として「創造する伝統賞」募集を行い、令和 2 年 9 月 2 日に選考委員

会を開催。令和 2年 9月 18 日の理事会の決議を経て 2名に授与した。 

 「第 12回創造する伝統賞」 賞金各 100 万円  

○ 本條秀慈郎（ほんじょうひでじろう） 35 歳 三味線演奏家 

○ 村田理如（むらたまさゆき）     70 歳 美術館館長・コレクター 

 

1. 対象 

日本の伝統文化及び現代芸術の広い分野を対象とする。国籍不問。 

 

2. 募集応募概況 

発 送 先：美術館・博物館・新聞社・雑誌・大学・財団役員他関係者・文化藝術の会会員

歴代助成顕彰関係者・歴代奨学生・評論家・画廊・資料請求者 ほか 

発 送 数：1,516 通 

告  知：WEB サイト（ホームページ、SNS 等）、会報、邦楽ジャーナル、美術の窓、 

月間美術 ほか 

応募総数：56件（一般公募 48 件、推薦応募 8 件） 

 

3. 選考委員会 

開催日時：令和 2年 9月 2日 14：00～16：00 

開催場所：オンライン（Zoom ミーティング） 

出 席 者：熊倉功夫委員長、大野木啓人委員、唐澤昌宏委員、倉方俊輔委員、 

花光潤子委員、山下裕二委員 

役 員：北村誠常務理事（オブザーバー） 

事 務 局：事務局員 1名 

選考方法：事前に選考委員に全応募者の資料（申請書類、映像、音源、スキャンして

データ化したポートフォリオ・書籍等資料）をオンラインで共有（希望者

には印刷したものを送付）し、閲覧を依頼。事前審査による候補者を会議

前に回収、集計した。多く票数の集まった応募者について票を入れた委員

が意見を述べた。次に票数の集まった応募者について票を入れた委員が意

見を述べた。その他、票を入れた応募者のうち、特に推薦したい応募者に

ついてそれぞれ意見を述べ、資料を閲覧（画面共有）した。同分野で票の

入った応募者の資料を見比べ、審議し、1 名の授賞候補者を選出した。さ

らに特に強い推薦のあった応募者について、各委員が意見を述べ、再審議

し、満場一致で授賞候補者 1名を選出した。 

 

4. 理事会の決議 

令和 2 年 9 月 18 日の理事会で、選考委員会より選出された 2 名への「創造する伝統賞」

授与を決議した。 

 

5. 授与式典の開催 

新型コロナウィルス感染予防のため、開催を中止した。 
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代替の対応として以下を実施した 

 授賞者 2名の紹介動画を WEB で公開 

http://www.jp-artsfdn.org/event/detail/?id=706 

 招待状の送付対象者全員へ理事長および各選考委員長の挨拶文・選考評を掲載した

リーフレットおよび記念冊子を送付 

 

6. 賞金の授与 

令和 2年 2月 本人名義の口座に振込にて授与 

 

7. 授賞者の紹介 

リリースの発行（関係各所への発送および当財団 WEB サイトで公開） 

   授賞者紹介の小冊子を作成し関係者へ送付 

   紹介動画を WEB サイトで公開 

 

 

◆育英事業 

芸術系大学等に在学する学生及びその他の学生に対する奨学金の給付（定款 第 4条 第 3項） 

 

(１) 日本文化藝術奨学生                  

令和 2年度育英事業として「日本文化藝術奨学生」の募集を行い、令和 2年 8月 21 日に選考

委員会を開催。令和 2年 9月 18 日の理事会の審議を経て、6名を奨学生として決定した。 

 

 日本文化藝術奨学金 各 50万円 

○ 青山夢     東北芸術工科大学大学院 芸術文化専攻 絵画研究領域 

修士課程 1年（22歳）  

○ 高見真由    東京藝術大学大学院 彫刻専攻 第四研究室 

               修士課程 1年（23 歳） 

○ 東弘一郎   東京藝術大学大学院 先端芸術表現専攻 八谷和彦研究室 

               修士課程 1年（22 歳） 

○ 芦川瑞季    武蔵野美術大学大学院 造形芸術専攻 作品制作研究領域 

        博士課程 2年（25 歳） 

○ 松村綾子     京都市立芸術大学大学院 美術専攻 染織 

               博士課程 1年（32 歳） 

○ 何其楽    沖縄県立芸術大学大学院 比較芸術学 民族芸術文化学 

博士課程 2年（28歳） 

 

 

1. 対象者 

次の条件を充たし、文化・芸術の分野で将来にわたり活動が期待され、才能・可能性が認

められる者 

(１) 国内の芸術系大学の大学院に就学しており、かつ次年度在籍予定者であること 

(２) 学業成績、生活態度共に優秀で、健康な学生であること 

※ 対象の大学は、国内の芸術系の大学・大学院で実技部門を設けている大学とする。 

ただし別途定める指定校は対象とする。 

 

2. 募集応募概況 

募  集：大学院生 6名  奨学金 １年間 50 万円の給付 

募集期間：令和 2年 7月 1日から令和 1年 7月 11 日（当日消印有効） 
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申請書類：①奨学生願書 ②推薦書 ③成績証明書 ④在学証明書 

応募状況：48名 

 新型コロナウィルス感染拡大により、大学の新学期開始の遅れや、入校禁止等に

よる告知不足が懸念されたが、昨年と比べ応募総数は若干増えた。（+2 件） 

 東京藝術大学からの応募が全体の 37％をしめた。（昨年とほぼ同等） 

 近年応募のなかった京都工芸繊維大学、名古屋芸術大学からの応募があった。 

 

3. 選考委員会 

開催日時：令和 2年 8月 21 日（金） 13：00～15：00 

開催場所：オンライン（Zoom ミーティング） 

出 席 者：寺脇研委員長、近藤健一委員、杉浦幸子委員、椿昇委員、 

成田宏紀委員、原田大三郎委員、三瀬夏之介委員 

事 務 局：事務局員 2名 

○選考資料  

・ 日本文化藝術奨学金 学校別応募人数 

・ 日本文化藝術奨学金 学校別過去の受給者数 

・ 応募者資料（応募書類一式） ※事前共有 

・ 応募者資料（ポートフォリオ等参考資料） ※スキャンしたものを共有 

        ○選考方法 

・ 事前に選考委員に全応募者の資料（申請書類、映像、スキャンしてデータ化した

ポートフォリオ・書籍等）をオンラインで共有し、閲覧を依頼。 

・ 事前審査による候補者を会議前に回収、集計した。 

・ 多く票の集まった応募者について、票を入れた委員が意見を述べた。 

・ 次に票のあつまった応募者について、票をいれた委員が意見を述べた。 

・ もっとも票数の多かった候補者について審議し、1名を選出した。 

・ 次に票が多かった候補者のうち、類似分野の候補者を比較し、各委員が意見を述べ

た上で審議し、満場一致で 2名を選出した。 

・ 票を入れた中で特に推薦する応募者について各委員が意見を述べ、資料を確認（画

面共有）し、審議した上で、3名を選出した。 

 

4. 理事会の決議 

令和1年 9月 18日の理事会で、選考委員会より選出された6名に奨学金授与を決議した。 

 

5. 授与式典の開催 

新型コロナウィルス感染予防のため、開催を中止した。 

代替の対応として以下を実施した 

 招待状の送付対象者全員へ理事長および各選考委員長の挨拶文・選考評を掲載した

リーフレットおよび奨学生紹介リーフレットを送付 

 令和 3年度事業として、奨学生 6名を取材し、活動を紹介する動画を WEB サイトで

公開予定。 

 

6. 奨学金給付 

令和 3年 2月 前期分として給付金の半額を本人名義口座に振込にて給付 

令和 3年 7月 後期分として給付金の残金を本人名義口座に振込にて給付 
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(２) 加藤定奨学金 

令和 2 年度育英事業として「加藤定奨学金」の募集を行い、令和 2 年 12 月 23 日に選考委員

会を開催。令和 2年 1月 13 日の理事会の決議を経て、7名を奨学生として決定した。 

  

 京都・奨学金給付大学生  2 名     

○ 新井ちとせ  京都芸術大学芸術学部キャラクターデザイン学科 アニメーションゼミ 

3 年（21 歳） 

○ 西本汐    京都芸術大学 芸術学部 美術工芸学科 油画コース 

3 年（20 歳） 

 

 全国・奨学金給付大学生  5 名 

○ 菊間章紘   東京造形大学 造形学部 美術学科 絵画専攻 

2 年（20 歳） 

○ 末次楓    東北芸術工科大学大学 芸術学部文化財保存修復学科西洋絵画保存修復コース 

3 年（20 歳） 

○ 松浦美帆   女子美術大学 芸術学部 アート・デザイン表現学科 ヒーリング表領域 

        3年（21歳） 

○ 多賀直    金沢美術工芸大学 美術学部 工芸科 漆・木工専攻 

2 年（21 歳） 

○ 福岡美緒   女子美術大学 芸術学部 美術学科 洋画専攻 

2 年（19 歳） 

 

1. 対象者 

次の条件を充たす者 

(１) 国内の芸術系大学の 2年生及び 3年生に就学し、かつ次年度在籍予定者であること 

(２) 学業優秀、品行方正でありながら経済的事由によって就学に支障をきたしている学

生であること 

※ 対象の大学は、国内の芸術系の大学・大学院で実技部門を設けている大学とする。 

 

2. 募集応募概況 

募 集： 大学生 7名  奨学金  １年間 30万円の給付 

募集期間： 令和 2年 10 月 1日から令和 2年 10月 11 日（当日消印有効） 

申請書類： ①奨学生願書 ②推薦書 ④成績証明書 ⑤在学証明書 ⑥所得証明書類 

応募状況： 応募総数 11 名（全国 9名、京都 2名） 

 コロナ禍における経済的影響を反映できるよう募集時期を遅らせた。 

 昨年に比べ応募数が減少した。（全国-4、京都-1） 

 京都は採用予定数を下回る 2名の応募にとどまった。 

 

3. 選考委員会 

開催日時：令和 2年 12月 23 日（水） ※書面上での開催日 

開催場所：書面開催（意見書提出による書面決議）  

選考委員：寺脇研委員長、近藤健一委員、杉浦幸子委員、椿昇委員、 

成田宏紀委員、原田大三郎委員、三瀬夏之介委員 

 

○選考資料  

・ 加藤定奨学金 学校別応募人数・受給者数 

・ 応募者資料（応募書類一式） 

・ 困窮度順リスト 
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        ○選考方法 

・ 選考委員に全応募者の申請書類および困窮度リスト（日本学生支援機構奨学金の控

除額の算出方法を参考にした計算式で算出したポイント順に並び替えたリスト）を

送付し、閲覧を依頼。 

・ 委員は意見書により、多数決での候補者選出への同意および全国 5 名・京都 2名の

候補者の選出について意見を提出した。 

・ 事務局が意見の結果（票数）を電子メールで全委員に通知し、異議および再審議を

求める意見を募ったところ、異議及び再審議を求める意見はなかった。 

・ 事務局より寺脇委員長に電話にて各委員の意見詳細の説明および報告を行い、全委

員の同意を得られたことを確認し、全国 5名・京都 2名を候補者として決定した。 

 

4. 理事会の決議 

令和2年 1月 13日の理事会で、選考委員会より選出された7名に奨学金授与を決議した。 

 

5. 奨学金給付 

令和 3年 2月 前期分として給付金の半額を本人名義口座に振込にて給付 

令和 3年 7月 後期分として給付金の残金を本人名義口座に振込にて給付 

 

 

◆文化芸術普及活動事業 

自主企画公演、展示・体験活動・セミナー・映画上映・演奏会等の文化祭の開催、ホームペ

ージでの情報発信、及び実施事業の記録（定款 第 4条 第 4項 第 5項 第 6項） 

              

1. 「創造する伝統 杜の中の文化祭」＜中今茶会＞ 

新型コロナウィルス感染拡大防止のため開催を中止した。 

 

2. WEB での告知、情報公開等 

文化藝術の会入会案内、受付 

これまでの助成顕彰事業授賞者、奨学生の最新の活動情報の発信 

ホームページ  http://jp-artsfdn.org 

Facebook     https://www.facebook.com/jparts.fdn 

Instagram    https://www.instagram.com/japanarts.fdn 

Twitter      http://twitter.com/jpartsfdn 

 

3. 文化藝術の会の運営 

 賛助会員システム（WEB 管理システム）の運用 

 新規登録、継続登録の受付 

 会報発行 

 


